
二
〇
二
一
〇
九
二
一
号 

№
一
一
八
号 

・

▽
コ
ロ
ナ
禍
の
中
開
催
さ
れ
た
東
京

2

〇2

〇

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
引
き
続
き
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
５
日
に
閉
幕
し
た
。
私
は
、
あ
ま
り

見
な
か
っ
た
が
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
中
に
、

人
間
の
身
体
能
力
の
可
能
性
を
大
い
に
感
じ

さ
せ
て
く
れ
た
。
疲
労
困
憊
し
な
が
ら
も
必
死

に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
姿
勢
は
、
何
か
我
々
健

常
者
に
訴
え
か
け
て
い
る
感
じ
も
し
た
。
政
界

で
は
、
次
の
日
本
の
顔
を
決
め
る
動
き
が
活
性

化
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
現
総
理
は
役

目
を
き
っ
ち
り
し
て
来
た
と
も
感
じ
る
が
、
そ

れ
ら
を
引
き
継
ぎ
、
此
れ
か
ら
の
我
々
の
日
本

を
し
っ
か
り
舵
を
取
っ
て
く
れ
る
人
が
決
ま

る
事
を
望
み
た
い
。
▽
そ
れ
に
し
て
も
我
が
業

界
は
こ
の
ひ
と
月
余
り
で
災
害
休
業
４
日
以

上
の
事
案
が
７
件
と
多
く
な
っ
て
い
る
。
其
々

に
気
を
引
き
締
め
て
い
る
事
だ
と
思
う
が

我
々
の
支
部
も
十
分
に
注
意
し
た
い
も
の
で

あ
る
。
▽
本
部
も
事
務
所
移
転
問
題
で
ご
た
ご

た
し
て
一
部
の
モ
ン
ス
タ
ー
理
事
の
為
に
本

来
の
活
動
が
停
滞
気
味
。
親
が
し
っ
か
り
し
な

く
て
は
子
や
孫
迄
方
向
性
を
見
失
う
事
は
昔

か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。
親
は
、
頑
固
親
父 

主
張
し
て
く
れ
。
そ
し
て
早
く
正
常
な
本
部
組

織
と
し
て
の
活
動
を
し
て
貰
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
。 

         

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

①
情
報
交
換
会 

 

10
月
06
日
に
全
道
各
組
合
理
事
長
・
事
務

局
長
を
参
集
し
て
様
々
な
問
題
点
や
要
望
に

つ
い
て
全
道
理
事
と
協
議
致
し
ま
す
。
9
月

27
日
迄
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

②
鉄
道
運
輸
機
構
と
の
情
報
共
有
に
つ
い
て 

10
月
07
日
実
施
予
定
で
す
。
工
事
関
係
で 

使
用
骨
材
等
の
情
報
で
知
り
た
い
こ
と
が 

有
れ
ば
聞
い
て
き
ま
す
が
、
此
れ
も
連
絡 

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

③
そ
の
他 

 

09
月
03
日
道
本
部
三
役
会
議
開
催 

一
連
の
本
部
動
向
に
つ
い
て
地
方
本
部
と
し

て
の
方
向
性
の
確
認
協
議 

④
東
京
本
部
移
転
に
つ
い
て
の
続
報 

 

③
で
も
述
べ
ま
し
た
が
本
部
事
務
所
移
転

は
本
部
と
関
東
地
方
本
部
が
同
居
す
る
事
に

対
し
て
の
質
問
状
が
一
部
理
事
か
ら
出
さ
れ

る
な
ど
一
端
決
ま
り
掛
け
た
も
の
が
破
談
と

な
り
、
結
果
と
し
て
関
東
地
方
本
部
は
理
事

会
を
開
き
、
本
部
事
務
所
と
は
別
に
事
務
所

を
構
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
会
費
問
題
か

ら
端
を
発
し
た
今
回
の
事
案
に
つ
い
て
は
多

数
決
を
取
れ
ば
同
居
に
賛
成
数
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
経
費
節
減

が
出
来
、
更
に
北
海
道
は
じ
め
各
地
方
本
部

は
様
々
な
組
織
と
同
居
し
な
が
ら
行
っ
て
要

る
事
で
別
に
不
思
議
で
は
な
い
の
で
す
が
、

一
部
理
事
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
そ
の
責
任
と

協
会
活
動
の
停
滞
を
招
い
た
事
に
対
し
て 

三
役
が
辞
任
致
し
ま
し
た
。
今
後
は
暫
定
の

三
役
を
決
め
て
次
期
総
会
ま
で
進
め
る
事
と

し
ま
し
た
。 

 

⑤
休
業
四
日
以
上
の
災
害
報
告 

 

 

茨
木
県
支
部 

08
月
21
日 

男
性 

55
歳 

3
ト
ン
ダ
ン
プ
の
荷
台
か
ら
転
落 

鎖
骨
・
肋
骨
、
腰
骨
の
骨
折 

茨
城
県
支
部 

08
月
23
日 

男
性 

65
歳 

 

散
水
車
が
動
き
出
し
、
右
足
を
轢
か
れ
る 

 

右
足
親
指
の
骨
折 

北
海
道
支
部 

06
月
23
日 

男
性 

75
歳 

 

フ
ィ
ル
タ
ー
プ
レ
ス
内
の
橋
後
か
ら
落
下 

 

左
肋
骨
、
両
鎖
骨
骨
折
ほ
か 

宮
城
県
支
部 

08
月
30
日 

男
性 

50
歳 

 

破
砕
機
足
場
か
ら
落
下 

 

右
肋
骨
骨
折
、
左
膝
関
節
打
撲 

青
森
県
支
部 

08
月
05
日 

男
性 

34
歳 

 

シ
ュ
ー
ト
修
理
中
に
ホ
ッ
パ
ー
内
に
転
落 

 

胸
椎
・
腰
椎
圧
迫
骨
折 

北
海
道
支
部 

09
月
02
日 

男
性 

50
歳 

 

コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
ロ
ー
ラ
ー
に
手
を
挟
む 

 

右
示
指
、
中
指
、
環
指
、
小
指
裂
傷 

広
島
県
支
部 

08
月
25
日 

男
性 

55
歳 

 

原
石
ダ
ン
プ
後
進
時
に
重
機
ご
と
転
落 

 

頸
椎
の
捻
挫 

以
上
7
件
の
報
告
が
有
り
ま
し
た
。 

寒
暖
差
の
激
し
い
時
期
と
雨
天
模
様
が
多
く

な
る
時
期
そ
れ
ぞ
れ
に
工
場
で
の
転
落
等
の

事
故
に
は
十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い 

          

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会 

①
巡
回
指
導
の
実
施
に
つ
い
て 

10
月
12
日
㈫
13
時
～ 

乙
部
町 

八
雲
砕
石
㈱ 

10
月
18
日
㈪
10
時
30
分
～ 

 

森 

町 

(有)
明
和
砕
石 

 

七
飯
町 

㈱
七
飯
砕
石
工
業 

 

七
飯
町 

(有)
松
田
砕
石 

 

函
館
市 

桔
梗
石
材
工
業
所 

10
月
19
日
㈫
10
時
～ 

 

北
斗
市 

㈱
土
肥
建
機
興
業 

 

福
島
町 

吉
岡
砕
石
工
業
㈱ 

10
月
21
日
㈭
10
時
～ 

 

函
館
市 

㈱
鉄
山
協
和
組 

 

函
館
市 

下
海
岸
砂
利
工
業
㈱ 

 

函
館
市 

(有)
臼
尻
物
産 

で
実
施
し
ま
す
。 

理
事
長
、
専
務
理
事
、
緑
化
対
策
正
副
委

員
長
、
事
務
局
、
檜
山
振
興
局
・
北
斗
市
・

渡
島
総
合
振
興
局
で
実
施 

 

②
採
石
業
務
管
理
者
再
教
育
講
習 

先
般
、
渡
島
総
合
振
興
局
商
工
労
働
の
高
木

係
長
と
林
務
課
の
嵩
係
長
と
の
打
ち
合
わ
せ

で
令
和
4
年
3
月
17
日
㈭
午
後
よ
り 

渡
島
総
合
振
興
局
3
階
大
講
堂
で
実
施
の
予

定
を
決
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
有
り

ま
す
が
、
各
社
日
程
を
抑
え
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

③
情
報
交
換
会
に
つ
い
て 

 

意
見
等
の
提
出
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  


